
3
2018
No.160

市
報
市
報 んなんんなんう

 2ページ　幸雲南塾2017
 5ページ　わが家のHOPE
 6ページ　うんなん日和
12ページ　雲南病院だより
18ページ　市役所からのお知らせ ほか
28ページ　イベント情報 ほか

幸雲南塾2017（２ページに記事掲載）

三刀屋町多久和で平安時代から続く堂餅行事（２月３、４日開催）



2市報うんなん No.160

幸雲南塾とは�
　次世代の地域の担い手を育成するため雲南市が主催し、平成23年から毎年約半年
間の塾を開催してきました。
　塾の運営は、平成26年より塾卒業生を中心に設立された「NPO法人おっちラボ」
が担っています。
　７期を終え百十数人となる塾卒業生の活動は、仲間や地域を巻き込んで、地域の課
題解決につながる動きや起業につながっています。

＜主なイベント＞
　・  ６/10　開講式（雲南コミュニティキャンパススタートアップ合宿と合同開催）
� 　（場所：入間交流センター）
　・  ９/24　若者チャレンジ推進円卓会議　（場所：チェリヴァホール）
　・ 11/12　つながる！雲南チャレンジ�2017　（場所：ラメール）
　・  １/20　幸雲南塾2017最終報告会　（場所：かもてらす）
　その他、幸雲南塾番外編として、一般参加可能な勉強会をこれまでに５回開催。

幸雲南塾2017の取り組み紹介

　幸雲南塾2017�参加者一覧
コース 塾　　　生 プラン概要 最終報告会発表タイトル

幸雲南塾
ジャンプ

㈱C
コ ミ ュ ニ テ ィ
ommunity C

ケ ア
are

（コミケア）
より多くの人に在宅看護を届けるための組織
作り

みんなでつくる「幸せな人があふれる
まち」雲南計画バージョン２

C
コ ミ ュ ニ テ ィ
ommunity N

ナ ー ス
urse C

カ ン パ ニ ー
ompany㈱

（コミュニティナース）
地域住民と密に関わりながら健康づくりを進
める人材の育成

もっと健康に もっと楽しく暮らせる可
能性を誰もに

杉
すぎ

村
むら

 卓
たく

哉
や

さん
光プロジェクト株式会社

楽しみながら健康が促進される、新しい介護
予防事業

楽しみとワクワクの連鎖による新発想
の介護予防をめざして

合同会社 宮
みや

内
うち

舎
や 米粉を活用した食品の企画販売および体験交

流事業の計画 私たちは消費を超えることができるか

幸雲南塾

吾
あ

郷
ごう

 篤
あつ

史
し

さん 農産物の地産地消促進 ―

上
うえ

田
だ

 まり子
こ

さん
アレルギーにかかわらず誰もが楽しめる食品
やイベントの企画や運営 みんながつながるまあるい食卓

大
おお

原
はら

 学
まなぶ

さん（一般社団法人マツリズム）
大東七夕応援計画

伝統文化である祭りの継承と交流人口増 100年後の七夕への初めの一歩プロ
ジェクト

久野地区振興会 キャンプ場（かみくの桃源郷）の活性化 ―

高
たか

木
き

 奈
な

美
み

さん・浅
あさ

沼
ぬま

 里
さと

美
み

さん 出産直後の母親支援事業 出産直後のお母さんのサポート

女
め

鹿
か

田
だ

 陽
よう

さん 心疾患患者の生活相談や就労支援 心疾患を持つ人も自分らしく働くために

幸雲南塾
スタート 李

イ
在
ジェ

鎭
ジン

さん・芝
しば

 由
ゆ

紀
き

子
こ

さん 多文化のまちのための交流の場作り 多文化のまち☆雲南
〜言葉や文化の違いを『素敵』と思えるまちへ〜

幸雲南塾2017

地域に飛び出す若者チャレ
ンジ
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　今期の参加者も、それぞれが
多様な地域課題解決や価値創造
に挑んでおり、また中にはすで
に事業を始めている若者も多く

いたのが特徴的でした。それに伴い、幸雲南塾の形式
も大きく変化させる必要を感じ、これまでの全員参加
型の授業形式から、各参加者のニーズに沿った、個別
相談型に大胆な転換をしました。

李在鎭さん・芝 由紀子さん

「応援プレゼント」
　外国籍の方も、地域の一員として住み
良い雲南市をめざして活動しています。
その活動の一環である「多文化共生サロ
ン」を開催した地区で、イベント名の横
断幕を「地区名を入れてないから、今後
もいろんな場所で使いなさい」と作ってくださったのが嬉し
かったです。これからも地域自主組織や学校の人権学習など、
お気軽に声をかけてください。

F
フ ー ド
ood m

ま り こ
arico　上田 まり子さん

「連携してイベント開催」
　食物アレルギーの有無にかかわら
ず、食卓を楽しく囲めるようなイベン
トや事業づくりを行っています。
　きっかけは、私の「やってみたいこ
と」を知った地域自主組織などの方が、
イベント企画を一緒にやらないかと声をかけてくださった
ことです。
　また、開催するイベントなどを通じて、食物アレルギー
の知識や対応について知ろうとしてくださる方がおられる
ことも心強い応援となっています。

N
ナ ル
ALU助産院　高木 奈美さん

「共感を伝えてくれた」
　私が取り組んでいるのは出産直後のお
母さん支援事業です。普段接する多くは
女性の方ですが、塾やイベントを通じて
私たちの活動を知った男性が「産後の大
変さを知れてよかった」、「身近な人から
手助けしていきたい」など感想をくださったのが嬉しかった
です。
　自分以外の誰かの課題に関心を寄せ、行動を起こそうとし
てくれる人がいることが、とてもありがたいです。

コミュニティーナースとしても実践する
鍋山地区地域づくり応援隊　　　　　　古

ふる
市
いち

 妙
たえ

さん

「信じて、ともにチャレンジ」
　「地域に飛び込んで『健康づくり』を届
けたい！」という想いをくみ、前例のない
中で住みよい地域をめざして共にチャレン
ジしてくださっている地域の皆さん。
　時には本音でぶつかりながらも、私たちを信じ諦めずに支
えてくださり、いつも地域のために動くその背中に学ばせて
もらっています。
　これからも、地域のために一緒に頑張りましょう！

合同会社 宮内舎　小
お

倉
ぐら

 健
けん

太
た

郎
ろう

さん

「誇らしく思ってくれる」
　地元産の米粉を使った玄米麺という製品
を製造、販売しています。
　地域の方のお力を借りながら大事に作っ
ている商品なので、「あのお店で見かけた
よ」や「おいしかったよ」などと見つけて
声をかけてもらうと、とても嬉しく励みになります。

訪問看護ステーション コミケア　北
きた

見
み

 真
ま

生
お

さん

「協働の呼びかけ」
　私たちの訪問看護の仕事は、利用してく
ださる地域の方はもちろん、市内のさまざ
まな事業者や団体に支えていただき成り
立っています。
　同じ市内で地域に欠かせない活動をされている「おたがいさ
ま雲南」の方が、最終報告会で「これからも一緒に頑張りましょ
うね」と声をかけてくださり、すごく嬉しかったです。今後も
コミケアが地域の皆さんのお役に立てるよう、一層頑張ろうと
思えました。

　さらに今年度は、都市部や先進的な地域づくりに取
り組む他地域との連携も図り、外部の有識者に積極的
に学びを乞うたのも大きな変化でした。
　まさに試行錯誤の最中ですが、今期の塾参加者の多
くは市内出身または在住者であり、地域人材の広がり
に確かな手応えを感じています。
　今年度は運営側も挑戦の年となりましたが、最終報
告会を経て、塾参加者や市民の皆さんの成長に負けな
いように、これからも進化し続けなければならないと
決意を新たにしました。
　これからも幸雲南塾は、地域をより良くしようとす
る本気のチャレンジを応援し続けます。
　来年度、さらにパワーアップした幸雲南塾にご期待
ください。

女鹿田 陽さん

「得意なことで頼ってもらえた」
　病気などで体が不自由になっても、パソ
コンなどを活用することで、働くことの手助
けをする事業がしたいと活動しています。
　やれることに限りはありますが、地域の人
から「あなた○○が得意だったよね」と自
分の専門性について気軽に相談に来てもらえて嬉しかったです。

いつも応援ありがとうござ
います !いつも応援ありがとうござ
います !

今期の特
色

幸雲南塾2017

地域に飛び出す若者チャレ
ンジ

幸雲南塾事務局　
NPO 法人おっちラボ

▼

幸雲南塾2017　共感賞1位「多文化のまち☆雲南」



雲南市加茂　　　　海洋センター整備雲南市加茂　　　　海洋センター整備
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　雲南市の健康づくり拠点として昨年５月から整備を進めている加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター改修工
事は順調に進んでおり、７月８日(日)に竣工セレモニーを行い、その後オープンを予定していま
す。
　主な施設として温水の25mプール、幼児用プール、歩行用プール、リラクゼーションプール
および観覧スペース、トレーニングルームで、１年を通して子どもから高齢者、障がい者の皆さ
んなど誰もが志向に応じた体力づくりや健康づくりに取り組める施設になっています。
　料金、教室の指導内容、会員募集の開始時期等については、４月以降にお知らせします。多く
の皆さんに利用いただきたいと思います。
　なお、予定している教室（プールプログラム）としては、子ども向けの水泳教室、成年向けの
水泳教室、水中運動教室、高齢者の方向けの水中運動教室のほか、運動療法を勧められた方への
教室などを予定しています。

【問】　　社会教育課　☎0854-40-1073
健康づくり政策課　☎0854-40-1040

プール完成イメージ図
（細部は変更となる場合があります）
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悠
ゆ ら

來ちゃん（大東町新庄）
平成 29年３月 10日生まれ
悠來くんお誕生日おめでとう
あっというまに１歳だね
元気に大きく育ってね  大好き

金か
ね
こ子

　健け
ん
さ
ん
・
優ゆ

き希
さ
ん
の
お
子
さ
ん

風
ふうすけ

佑ちゃん（木次町下熊谷）
平成 29年３月６日生まれ
お誕生日おめでとう
これからも、毎日笑顔で明るく楽しく
過ごそうね

都つ

ま間
祐ゆ
う
じ司
さ
ん
・
有ゆ

か可
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑠
る る

々ちゃん（三刀屋町坂本）
平成 29年３月 15日生まれ
１歳おめでとう 　いつもみんなを
笑顔にしてくれてありがとう 　お兄
ちゃんと仲良くいっぱい遊ぼうね

藤ふ
じ
は
ら原
克か
つ
ひ
ろ博
さ
ん
・
友ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

文
ふみや

哉ちゃん（木次町寺領）
平成 29年３月 18日生まれ
お誕生日おめでとう
歌とジャンプするのが大好き
笑顔で元気に大きくなってね

藤ふ
じ
は
ら原
隆た
か
ふ
み文
さ
ん
・
未み

き樹
さ
ん
の
お
子
さ
ん

春
はるき

希ちゃん（大東町大東）
平成 29年３月 15日生まれ
生まれてきてくれてありがとう
お姉ちゃんと仲良く元気に大きく
なあれ 　１才おめでとう

加か
の
う納
清き
よ
み巳
さ
ん
・
奈な

み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

侑
ゆうり

李ちゃん（木次町下熊谷）
平成 29年３月 23日生まれ
ゆうちゃんの笑顔にみんなが癒さ
れています
元気に大きく育ってね

高た
か
お尾
明あ
き
ひ
ろ宏
さ
ん
・
由ゆ

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

由
ゆ り あ

利愛ちゃん（木次町木次）
平成 29年３月 17日生まれ
家族みんながゆりちゃんの笑顔に
癒されてます
みんなに愛され元気に育ってね

古ふ
る
い居
正ま
さ
み
ち道
さ
ん
・
幸ゆ
き
よ代
さ
ん
の
お
子
さ
ん

橙
とうや

哉ちゃん（三刀屋町乙加宮）
平成 29年３月 26日生まれ
とうや１歳おめでとう 　たくさん
動いてイタズラ好きなとうや君
元気に大きくなぁれ

江え
す
み角
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん・友ゆ

き

え
貴
枝
さ
ん
の
お
子
さ
ん

夢
ゆめか

叶ちゃん（大東町南村）
平成 29年３月３日生まれ
いつも家族を笑顔にしてくれる夢叶
ちゃん
元気にすくすくと成長してね

岩い
わ
た田
光み
つ
ひ
で英
さ
ん
・
香か
お
り織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

のの
わわがが家家HOPEHOPEHOPE おめでとうおめでとう

３月で３月で３月で３月で満１歳満１歳満１歳

４月で満１歳（平成29年４月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで３月５日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）



うんなん日和
まちの話題を

紹介します

雲子ちゃん

6市報うんなん No.160

　災害で被災した下水道施設の早期復旧を目的に、「下
水道施設の災害時復旧支援協力に関する協定」を日本
下水道管路管理業協会および日本下水道事業団と締結
しました。
　地震や豪雨などで被害を受けた場合に２団体が職員
を派遣し、管路は日本下水道管路管理業協会、ポンプ
場や汚水処理場は日本下水道事業団が被災状況の確認
や応急処置、被災状況の調査などに当たります。
　今回の協定式では、雲南市の他にも島根県、県内12
市町および雲南広域連合が協定を締結しました。

災害時下水道復旧支援協力の協定を締結１/17
水

▲締結式の様子

協定書

１/20
土

　「うんなん元気っ子わくわく教室フェスタ」が加茂
文化ホール ラメールで開催されました。
　これは、雲南市内各地で開催されている小中学生の
ための体験教室 “ うんなん元気っ子わくわく教室 ” の
１日体験型イベントです。フェスティバルの中では、
ドラム教室・キッズフラダンス教室・ファッション
ショーなどのステージ発表で教室の成果を発表したり、
ダンボール迷路や科学のひろば～スライム作り～、Ｊ
Ａしまねによる餅つき、警察官＆消防士体験などが楽
しめる各ブースが、親子づれ400人でにぎわいました。
　また、三刀屋高校生と中野神楽保存会の皆さんが、

「子どもたちに神楽を見せてあげたい！」と神楽を上
演。子どもたちも真剣に舞台を見たり、そのあとの体

うんなん元気っ子わくわく教室フェスタ
験会ではスサノオのように大蛇
を持ち上げたりと、とても良い
触れ合いの時間となりました。

▲フラダンス教室の様子

１/20
土

　広島雲南市ふるさと会第12回総会がメルパルク広島
（広島市中区）で開催され、ふるさと会会員や市関係
者など、約90人が参加し親睦を深めました。
　総会では、雲南市への里帰りツアーなどの事業案や
役員案等の提案が行われ、了承されました。新会長に
は、浪

な に わ

花 進
すすむ

さんが就任されました。
　懇親会では、西日登神楽社中の皆さんによる神楽公
演や地元の事業者の皆さんによる農産物や加工品、お
酒などの特産品の販売が行われ、大いに盛り上がり、
盛況のうちに幕を閉じました。
　また、当日はふるさと納税によるご寄附をいただき、

広島雲南市ふるさと会
本市のまちづくり応援団としてご支
援いただきました。

▲会場の様子

わくわく教室キャラクター
「わくわくもさん」

うんなん日和
まちの話題を

紹介します

雲子ちゃん
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加茂町人権セミナー１/21
日

　今年度２回目の加茂町人権セミナーを雲南市人権・
同和教育推進協議会加茂支部の主催により加茂文化
ホールラメールで開催しました。

　今回はドキュ
メンタリー映画
「徘徊～ママリ
ン87歳の夏～」
を上映し、高齢
者の人権につい
て研修しました。

　 この映画は、認

知症を患い、昼夜なく徘徊する母と、
それを見守る娘との２人の生活を記録
した内容で、「認知症とともに暮らすこと」や「老い」
をとおして、誰もが尊重される社会について考える
きっかけとなりました。
　参加者の中からは、「介護する人・される人お互い
の人権を認め合うことが大事」、「認知症を理解し、地
域で助け合うことが大切」、「介護される人にも役割を
もってもらうことで対等な関係が保たれるのでは…」
などの感想が寄せられました。

▲会場の様子

１/23
火

　フォークダンスのように短い時間ごとに相手が入れ
替わり、高校生と大人が１対１で話し合う「トークフォー
クダンス」の授業が三刀屋高校で開催されました。
　授業の趣旨に賛同した地域の方々（会社員、看護師、
デザイナー、大学生、地域自主組織の職員など）約70
人が参加し、１年生の約150人が自分の関心事や挑戦
してみたいことについて、意見交換やアドバイスをい
ただきました。

参加した地域の方の感想
「高校生のまっすぐな気持ちに、こちらも刺激を受
けました」
「（高校生と話すことで）私自身にとっても学びを得
られた時間でした」

三刀屋高校で特別授業
「トークフォークダンス」

　三刀屋高校 1年生は、この授業での
意見交換などを踏まえ、来年度行う探究学習のテーマ
を決定し、それぞれの学習を進めていきます。

▲トークフォークダンスの様子

１/28
日

　第31回カキまつりが掛合町の道の駅「掛合の里」駐
車場で開催されました。会場では寒風吹く中、市内外
より訪れた多くの方が販売開始前から列を作り、広島
県呉市音

おん

戸
ど

町
ちょう

産の新鮮なカキを求めていました。
　また、カキ以外にも地元商工会青年部の皆さんが販
売されたカキカレーや手打ちそば、餅つきの実演販売
なども多くの人でにぎわっていました。

カキまつり

▲カキを求め列をつくる来場者
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上
うえなかおくがわ

中奥川砂防事業竣工式
　島根県が施工した上中奥川砂防事業（大東町中湯石
地内）の竣工式が海潮地区振興会（会長　加

か

本
もと

恂
しん

二
じ

さ
ん）の主催により開催されました。土石流危険渓流「上
中奥川」は大東農村環境改善センター「桂荘」の真後
ろにあり、下流の保全対象には桂荘のほか近隣の住宅
４戸を抱える渓流です。近年の豪雨発生件数の増加や
渓流の荒廃により危険度が増してきていることから、
平成25年度に事業着手し、今年１月に完成しました。
　主催者を代表して加本会長は「多発する豪雨災害へ

▲桂荘の後ろに位置する砂防ダム

の対策が喫緊の課題であった。桂荘を運営する海潮地
区振興会としては、安全・安心な防災工事をしていただ
き、県、市および施工業者のご尽力に感謝している。今
後の地域の発展に繋げたい」と謝辞を述べられました。
　市では砂防・急傾斜地崩壊対策などの社会資本整備
の推進と併せて、地域自主組織を中心とした自主防災
の取り組みや防災意識の向上と避難体制の確立など地
域と連携して防災対策に努めていきます。

１/30
火

ふるさとづくり大賞総務大臣表彰受賞２/３
土

　平成29年度ふるさとづくり大賞の表彰式が都市セン
ターホテル（東京都千代田区）で行われ、雲南市が総
務大臣賞を受賞しました。
　今回の受賞は、人口減少や高齢化が進む地域の課題
解決に向け、市民の皆さんとともに進めている地域自
主組織を核とした小規模多機能自治の取り組みが、全
国の先駆けとなるモデルとして高く評価いただいたも
のです。
　市民の皆さんのご尽力に感謝申し上げますととも
に、引き続き地域自主組織の発意に基づく積極的な
チャレンジをお願いします。

▲表彰式の様子

表彰状

▲あいさつする加本会長
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雲南市優良建設工事表彰式

▲優良建設工事表彰を受賞された皆さん

　雲南市では、平成28年度に施工された建設工事等の中から、優秀な工事を選定し、施工技術
の向上と適切な施工の確保を図る目的として、優良工事表彰を開催しました。
　一般土木・建築工事・設備工事から選ばれた９件の工事（下記一覧）の施工業者の代表者と工事の主任技術
者等に対し、速水市長から表彰状が贈られました。

掛合トランプワールドカップ２/４
日

　第46回掛合トランプワールドカップが掛合まめなか
センター（掛合町掛合）で掛合トランプ同好会（会長 
竹
たけ

下
した

三
さぶ

郎
ろう

さん）の主催により開催されました。
　このトランプ大会は250年以上の歴史を有し、掛合で
は別名「絵取り」として親しまれてきました。
　若い世代の参加者が増えつつある中、今年は掛合の
トランプ大好きな高校生など30人が参加し、競技が始
まると笑い声や気合いの入った声が飛び交うなど、会
場は終始熱気に包まれ、例年にない盛り上がりとなり
ました。
　今年の優勝の栄冠には、ベテラン勢を抑えて若手の
菅
すが

野
の

豊
とよ

久
ひさ

さん（掛合町掛合）に輝きました。

２/７
水

（順不同）
部　　門 工　事　名 施工業者
一般土木 起債道路整備事業　市道阿用停車場線道路改良工事（その１） 株式会社 植田建設
一般土木 上久野地区水道整備事業　上久野地区配水管新設工事（その１） 株式会社 植田建設
一般土木 掛合簡易水道整備事業　平岩佐中線配水管改良工事（その１） 株式会社 中澤建設
一般土木 掛合簡易水道整備事業　国道54号配水管改良工事（掛合工区） 株式会社 中澤建設
一般土木 海潮簡易水道施設整備事業　八所地区配水管新設工事 有限会社 山根建設
建　　築 吉田勤労者体育センター耐震化事業　吉田勤労者体育センター耐震改修（建築）工事 有限会社 岡田建設
建　　築 公営住宅建設事業　市営住宅三日市団地Ｄ棟建設工事（建築主体） 田中工業 株式会社
設　　備 木次経済文化会館整備事業　木次経済文化会館駐車場空調設備修繕工事 島根水道 株式会社 雲南営業所
設　　備 吉田勤労者体育センター耐震化事業　吉田勤労者体育センター耐震改修（設備）工事 有限会社 ミケン電設

表彰状

▲世代を超えてトランプを楽しむ参加者
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地域自主組織取組発表会
　地域自主組織取組発表会を木次経済文化会館チェリ
ヴァホールで開催し、各地域自主組織などから約100
人が参加しました。
　今回は、地域自主組織と市民活動団体が日頃の取り組
みについて発表を行い、各団体の事例を学び合いました。
　各団体の発表を踏まえ、講師のＩ

アイ

Ｉ
アイ

Ｈ
エイチ

Ｏ
オー

Ｅ
イー

［人と
組織と地球のための国際研究所］代表者 川

かわ

北
きた

秀
ひで

人
と

さ
んから「人口減少や高齢化により地域づくりに携わる
担い手も減少している中、新しく何かをするよりも今
ある活動に住民のニーズに応えるプラスアルファの活
動を組合せることができないか検討していくことが大
事である」などアドバイスをいただきました。

地域自主組織等の発表内容　
・幡屋地区振興会「はたやの里女性学級」
・下熊谷ふれあい会「中高年の健康づくり教室」
・中野の里づくり委員会
　「音楽でかろやかに♪仲間づくりと体力づくり」
・民谷地区振興協議会「“ズンドコ節”が聞こえる日」
・松笠振興協議会「まつかさの地域活性化事業」
・UNNANアートスタート実行委員会「地域と一緒
　につくる子どもと大人の表現の場」

２/10
土

中高生の！幸雲南塾
情報誌「ジモティーン」創刊

　昨年７月から市内の高校生を中心に
情報誌の作成を進めてきました。地元

雲南市で頑張っている『ひと』にスポットライトを当て、
高校生の視点でその『ひと』の頑張りや雲南市の魅力
を再発見し、情報誌という形で特に市内の若い人たち
に雲南市の良さを伝えようと取り組んできました。

▲企画会の様子▲中高生の！幸雲南塾スタート

▲中野の里づくり委員会の「すきすき中野体操」 ▲アドバイスをいただいた川北さん

　創刊号は「大東のお茶」を切り口に
雲南市の魅力を再発見しています。高
校生ならではの視点から見た「大東のお茶」・雲南市
の魅力をぜひたくさんの皆さんにご覧いただきたいと
思います。
　教育委員会をはじめ市内図書館等でご覧いただけます。

Book
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　木次線沿線の魅力大発表会が木次経済文化会館チェ
リヴァホールで開催され、木次線沿線や県内外から
400 人が参加しました。
　第１部では、木次線沿線の駅舎管理団体や地域づく
り団体など10団体から今年度取り組んできた活動の発
表が行われました。
　また、さらなる木次線の活性化に期待を込め、来場
者は発表者の取り組みに対しメッセージを紙に書き込み
送りました。

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
間
近

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
本
欄
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
主
に
運

動
機
能
障
が
い
や
視
覚
障
が
い
な
ど
を
も
つ
選
手
が
対
象
で
あ
る
の
に
対

し
、
知
的
障
が
い
を
も
つ
選
手
を
対
象
と
す
る
の
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
で
す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同

様
に
夏
季
・
冬
季
の
世
界
大
会
が
４
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
知
的
障
が
い
者
以
外
も
含
む
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
率
は
、
健
常

者
に
比
べ
て
50
％
以
下
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
の
認
知
度
は
他
国
と
比
較
し
て
非
常
に
低
い
状
況
で
す
が
、
め
ざ

す
と
こ
ろ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
社
会
参
加
を
促
進
し
、
生
活
の
質
を
豊

か
に
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
性
を
尊
重
す

る
「
包
み
込
む
」
社
会
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
「
夏
季
世
界
大
会
」
が
、
来
年

（
２
０
１
９
年
）
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
の
予
選
と
な
る
日
本
の
国
内
大
会
で
あ
る
「
夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・

愛
知
」
が
、
今
年
の
９
月
に
名
古
屋
市
を
中
心
に
開
催
予
定
で
あ
り
、
島
根

県
か
ら
は
９
人
の
選
手（
ア
ス
リ
ー
ト
）が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
島
根
の
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
月
10
日
に
熱
田
神
宮
で
行
わ
れ
た
国
内
大
会
の
聖
火

の
採
火
式
に
私
も
出
席
し
、
47
都
道
府
県
に
分
火
さ
れ
た
火
を
持
ち
帰
り
ま

し
た
。
９
月
の
国
内
大
会
の
際
に
は
島
根
県
内
で
ト
ー
チ
ラ
ン
を
行
う
予
定

で
す
。

　
現
在
、
島
根
県
で
は
競
技
種
目
と
し
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
陸
上
競
技
、

競
泳
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
の
６
種
目

が
あ
り
、
70
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が

練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
め
ざ
ま
し
い
練
習
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
現
在
の
島
根
県
東
部
を
中
心

と
し
た
活
動
を
全
県
下
に
広
げ
る
と
と
も

に
、
競
技
種
目
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
増
加
を

め
ざ
す
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

　
　多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
に

　～
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
取
り
組
み
～

市長
コラム

▲採火式後のスペシャルオリンピックス日
本 有

あり
森
もり

裕
ゆう

子
こ

理事長（写真中央）とアスリー
トの皆さん

木次線沿線の魅力大発表会
　第２部では、名古屋大学の
加
か

藤
とう

博
ひろ

和
かず

教授や江の川鉄道準
備会事務局長の森

もり

田
た

一
いっぺい

平さんなどが出席し、「未来は
変えられる！」というテーマでパネルディスカッショ
ンが行われました。
　加藤教授は「木次線に乗ったとき、他の路線と違う
雰囲気を感じた。活動の活性化にはまず楽しく携わる
ことが重要であり、多くの関わりがあればあるほど利
用増にもつながると思う」と話されました。

２/11
日

▲四ツ葉学園保育所ポッポッポーズによる
　「ツナガル★ダンス」披露

司会を務めたローカル

▲

ジャーナリストの田
た

中
なか

輝
てる

美
み

さん

加茂中駅
「サンカクカフェ KMSプロジェクト」

下久野駅 花ももステーション
「駅ナカ農園を活かしたにぎわい創出」

出雲大東駅つむぎ「奇跡の木次線」

雲南市ウォーキング協会
「乗って守る木次線！歩いて守る自分の健康」
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り
　
永
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
本

館
棟
竣
工
を
目
前
に
控
え
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　
新
棟
で
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

の
医
療
機
器
、
ま
た
電
子
カ
ル

テ
の
更
新
を
行
い
、
医
療
の
質

を
向
上
さ
せ
ま
す
。
病
室
は
個

室
を
大
幅
に
増
や
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
ち
つつ
、ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョン
は
病
棟
の
中
央
に
配
置
し

て
、
快
適
か
つ
安
心
な
療
養
環

境
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

建
物
の
免
震
化
や
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
源
の
複
数
化
、
多
用
途
の
広

い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
な
ど
、
災
害
に

も
強
い
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
の
皆
様

が
今
後
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
医
療
の
砦
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
院
の
竣
工
を
見
る
の
は

昭
和
42
年
の
西
棟
、
平
成
２
年

の
東
棟
、
平
成
９
年
の
南
棟
に

続
き
四
度
目
に
な
り
ま
す
。
過

去
三
回
は
病
院
職
員
の
家
族
と

し
て
で
し
た
が
、
こ
の
度
は
職
員

と
し
て
新
棟
建
設
に
携
わ
る
こ

と
が
叶
い
、
無
上
の
喜
び
で
す
。

完
成
当
時
の
西
棟
は
、
屋
上
の

空
調
ダ
ク
ト
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部

分
の
壁
に
レ
ン
ガ
調
の
タ
イ
ル
が

貼
ら
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
お
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
当
時
小
学
生
の
私

に
は
「
雲
南
病
院
の
色
」
と
し

て
、
今
で
も
強
烈
に
焼
き
付
い

て
お
り
ま
す
。
新
棟
の
外
壁
色

に
は
、
こ
の
レ
ン
ガ
色
を
一
部

用
い
、
昔
の
病
院
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
と
し
ま
し
た
。
職
員
の
活

気
も
漲み
な
ぎり
、
地
域
の
皆
様
の
信

頼
も
今
よ
り
は
る
か
に
厚
か
っ
た

昔
の
「
雲
南
共
存
病
院
」
の
心

意
気
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
新

棟
建
設
で
私
が
唯
一
注
文
を
付

け
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
10
数
年
来
、
医
師
不
足
、

そ
れ
に
伴
う
機
能
低
下
な
ど
多

く
の
難
題
を
抱
え
苦
し
み
も
が

く
私
た
ち
を
、
決
し
て
見
捨
て

ず
、
見
守
り
励
ま
し
続
け
て
い

た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
へ
の
ご
恩

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
今
回
の
新
棟
竣
工
を

機
に
、
地
域
と
と
も
に
「
共
存

共
栄
」
の
道
を
歩
み
、
決
し
て

後
戻
り
せ
ず
に
常
に
変
革
、
進

化
す
る
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
「
こ
の
病
院
を
残
し
て

良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
職
員
一
同
職
務
に

精せ
い

励れ
い

恪か
っ

勤き
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

院長挨拶

院

　長

　大お
お

　谷た
に

　
　順

じ
ゅ
ん

雲南
市立病院新本館棟が

３月2
2日に開院します!
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雲南病院だより

▲

検査部門 外来部門

放射線部門

救急/中央処置部門

栄養部門

東棟 ( 既存 )

総合受付
医事部門

管理部門

外来部門

北側来院者用
待合

ギャラリーや
情報掲示スペース

時間外入口

来院者の目に触れにくい
エリアに霊安室を配置

南棟(既存)

新本館棟

ご遺体

▲

▲

時間外

救急車輌

▲主出入口

▲サービス

▲
食材

▲
職員出入口

▲職員出入口

▲
主出入口

ギャラリー
ストリート

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

接続棟(北)

接続棟(南)

産科ユニット

管理部門

リハビリ部門

薬剤部門機械室

透析部門 外来部門

管理部門

保健推進課との動線を
考慮した位置の院内サロン

健診部門

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

デイルーム

渡り廊下棟

東棟 ( 既存 )

南棟(既存)

新本館棟

接続棟(北)

接続棟(南)

２階病棟

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

デイルーム

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

手術部門

３階西病棟 ３階東病棟

管理部門

渡り廊下棟

東棟 ( 既存 )

南棟(既存)

新本館棟

接続棟(北)

接続棟(南)

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

デイルーム

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

療養病棟

４階西病棟 ４階東病棟

管理部門

渡り廊下棟

東棟 ( 既存 )

南棟(既存)

新本館棟

ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ

1F

3F

2F

4F

ギャラリーや
情報掲示スペース

▲ 時間外入口

▲主出入口

ギャラリー
ストリート

接続棟(北)

接続棟(南)

北側来院者用待合
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全体スケジュール１

電話番号の変更について２

駐車場のご案内３

スケジュール
項　目 内　　　　　容

①式典関係 竣工式：３月３日（土）＊関係者内覧会
見学会：３月４日（日）＊一般の方対象　10：00～ 15：00

②休診期間 一般外来：３月17日（土）～３月21日（水）
救急外来：３月19日（月）8：30～ 17：30
　　　　　＊分娩は、随時対応
手　　術：３月17日（土）～３月21日（水）
　　　　　＊緊急手術は、随時対応

③移転実施期間（全体） 患者移送日＝病院機能移転日：３月19日（月）
事前移転期間：３月７日（水）～３月16日（金）
　　　　　　　＊土日以外は、時間外
本移転期間：３月17日（土）～３月21日（水）
　　　　　　　＊患者移転日：３月19日（月）
　　　　　　　＊救急外来移転日：３月19日（月）9：00～ 17：00
事後移転期間：３月26日（月）まで

開院日＝外来開始 ３月22日（木）

　市立病院では、今回の新本館棟建設により、アナログ電話から光電話に変わるため、３月19日から電話
番号が変更となります。

旧番号 新番号

代　　表 0854－43－2390 0854－47－7500

代表FAX 0854－43－2398 0854－47－7501

　来院者用の駐車場は新本館棟
前、第１駐車場157台、新本館棟
東側、第２駐車場40台をご利用
ください。なお、駐車場への出入
りは市道阿用停車場線のみとなり
ますので、ご理解ご協力のほどよ
ろしくお願いします。

県
道
松
江
木
次
線

市道阿用停車場線

↑
至 

松
江

至 

木
次
↓

市道出入口
▼

新本館棟 正
面
入
口

▼ 正
面
入
口

▼

受付●受付● 第 1 駐車場
157 台

第 1 駐車場
157 台

第２駐車場
40 台

第２駐車場
40 台

障がい者・思いやり駐車場障がい者・思いやり駐車場

雲南市立病院新本館棟移転について
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雲南病院だより

１．受付方法が変わります
　●再診の方の受付方法が変わります
　今までは、診療予約のある方や検査予約のみの方は、再
来受付機での受付は必要ありませんでしたが、今後は、診
療予約の有無にかかわらず、全ての再診の方に再来受付機
での受付が必要となります。
　なお、当院を初めて受診される初診の方や、今までに受
診したことがない初めての診療科を受診される方の受付方
法は変更ありません。（１階受付カウンターにて初診受付
を行います）
　また、診察券は、今までお持ちのものがそのまま使用で
きます。

　●再来受付機から出てくる用紙（受付票）が変わります
　今後は、受付すると受付番号が印字されたＡ４サイズの
受付票が発行されます。この受付番号は、診察室、各種検
査室、会計の呼出し番号となりますので、会計が終了する
まで紛失なさらないように注意ください。

　新本館棟での診療開始に伴い、新たな電子カルテシステムを導入します。それに伴い、患者様の
プライバシーに配慮するため、今までのお呼び出しから番号でのお呼び出しに変更いたします。
　また、今までの外来受診の流れが一部変更になります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

２．診察待ち受け表示システムを導入します
　各科診察室に「診察待ち受け表示モニタ」を設置します。受付完了後、ご自身の受付番号がモニタに表示
されます。
　これにより、診察の状況が大まかに分かるようになります。診察順が来たことは、モニタ表示と音声でご
案内します。
※受付番号は、診察の順番ではありません。

３．会計待ち受け表示システムを導入します
　１階会計窓口へ「会計待ち受け表示モニタ」を設置し
ます。医療費の計算が終わり、精算可能な方の受付番号
が画面に表示され、会計窓口で精算いただくこととなり
ます。

※印刷・画面サンプルは、現在開発途中のもので、運用開始時には
若干変更になる場合があります。

３月22日（木）から
外来受診の際の受け付け方法が変わります。
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２
０
２
０
年
に
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
選
手
の
強
化
・
育
成

に
も
力
が
注
が
れ
て
お
り
、
自
国
開
催
で

選
手
の
活
躍
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
関
連
す
る
報
道
も
増
え
、
日
に
日
に
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
競
技
志
向
、
勝
利
至
上
主
義
へ
の
過

度
な
偏
り
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

成
長
期
の
子
ど
も
で
は
、
将
来
の
競
技
力

向
上
や
生
涯
健
康
の
観
点
か
ら
も
発
育
・

発
達
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
実
施

が
望
ま
し
く
、
周
囲
の
理
解
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
勝
ち
負
け
を
競
い
合
う

こ
と
も
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
が
、
ほ
か
に

も
、
仲
間
と
協
力
し
た
り
難
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
り
す
る
心
の
成
長
を
促
す
側
面

が
あ
り
ま
す
。

　
何
よ
り
、『
ス
ポ
ー
ツ
』
は
、
気
晴
ら

し
や
楽
し
み
、
遊
び
が
語
源
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し
む
こ
と

が
原
点
で
す
。そ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長
を
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち
が
長
く
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
生
涯

に
渡
り
、
健
康
な

生
活
を
送
る
た
め

の
基
盤
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　
成
長
期
の
子
ど
も
の
か
ら
だ
は
、
骨
、

筋
肉
、靭
帯
は
弾
力
性
と
柔
軟
性
が
あ
り
、

し
な
や
か
で
す
が
、
未
成
熟
な
た
め
大
人

ほ
ど
強
度
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　「
子
ど
も
は
、
大
人
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で

は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も

の
成
長
や
体
力
、
競
技
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

練
習
内
容
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　一人で頑張り過ぎていませんか？　周りに迷惑をかけてはいけないと無
理をしたり、自分さえ我慢すればと思ったりしていませんか？「眠れない、
食欲がない、気持ちの落ち込み」などの心身の不調は、「うつ病」のサイ
ンかもしれません。
　日常で感じる憂鬱や悲しい気持ちになることは誰しもあり、一時的にふ
さぎ込んだようになりますが、特別な治療をしなくても元気になれます。
しかし「うつ病」は、いつもと違う悲しい気持ちや意欲低下が少なくとも
２週間以上続き、仕事、家庭、人間関係などに影響を及ぼします。うつ病は脳の神経伝達
物質のバランスの崩れであり心の弱さではありません。服薬などの治療や休息といった適
切な対応を取ることで治すことができます。
　あなたの身のまわりに、もしつらそうな人がいたら、まずは優しく声をかけ、ゆっくり
話を聞いてみてください。そして、心身の不調が２週間以上続く場合は専門機関（医療機
関、保健所、市役所など）に相談ください。

　こころの健康相談窓口　
　厚生労働省では、全国の月別自死者数が最も多い3月を「自殺対策強化月間」と定
めています。市では市民の皆さんの「こころの健康相談」を行っています。こころの
健康や心身の不調などについて、保健師が相談に応じます。電話または来所で相談く
ださい。
　　　　健康推進課　　　　　☎０８５４－４０－１０４５
　　　　健康づくり政策課　　☎０８５４－４０－１０４０

151

～あなたのこころお元気ですか？～
「なくします一人でくよくよ悩むこと （うんなん健康都市宣言より）」

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

127

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た「
こ
こ
ろ
」の
成
長

成
長
期
の
子
ど
も
の「
か
ら
だ
」の
特
徴
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　最近、インターネットでアメリ
カの農業についての記事を読みま
した。知っているようで知らない
ことがほとんどで、アメリカの農
業は危機を迎えていると見て驚き

ました。
　僕の出身地は雲南市と同じように農業が盛んで
す。アメリカは広いので、規模は雲南市よりも大き
いことに違いありませんが、その管理人はお年寄り
が多いと思います。アメリカの農家の平均年齢は
60歳を超えているそうです。しかも、なかなか後
継者が見つからない場合も少なくありません。
　そこで、技術を使って作業の効率を上げている農
家もいます。その技術とは皆さんもご存知のドロー
ンです。

　ドローンの長所の一つは分析のしやすさです。今
までは広い農地を航空写真を使って分析していまし
たが、事前に注文する必要があり、１日に１枚しか
撮れなかったのに対して、ドローンを使えば農家が
直接操作していつでも撮れるようになりました。さ
らに、分析装置を取り付ければ、土の状態について
も調べられ、乾燥している場所や栄養素が足りない
場所が簡単に分かるようになります。
　樹園の場合は、木の病気を早く見つけ出すことが
でき、治療したり、他の木が感染しないようにでき
ます。ドローンを使えば、ピンポイントで種や栄養
素をまくこともできます。
　近い将来、雲南市
でもドローンを使っ
た農業が多くなるの
ではないでしょう
か？もうどこかで使
われているのかもし
れません。

～まちづくり支援自動販売機～
まちづくり支援自動販売機とは？
　オリジナルデザインによって自治体等をPRするとともに、
売上の約20%を自治体等へ寄附する仕組みです。
　コカ・コーラウェスト㈱と雲南市で「雲南市まちづくり支
援自動販売機設置に関する協定」を取り交わし、平成22年
度より取り組んでいます。市内に伝わる神話や伝説を市内外
にPRするとともに、寄附を若者チャレンジの支援等に活用
したまちづくりに活用しています。
　市内には11ヵ所12台（道の駅たたらば壱番地、道の駅お
ろちの里、さくらおろち湖ボート競技施設、木次高速バス停
留所、三刀屋バスセンター、出雲大東駅など）のまちづくり
支援自動販売機を設置しており、平成29年度（平成28年度
販売分）は約160万円の寄附をいただきました。
　皆さんもぜひまちづくり支援自動販売機を利用していただ
き、まちづくりを応援してください。

デザインについて
　平成21年12月にアー
ティスト・ミヤザキケン
スケさんの指導のもと、
地元の小学生、高校生、
大学生が雲南に伝わる伝
説をモチーフにした４体
のオブジェをもとにデザ
インを作製しました。

寄附の活用について
　若者チャレンジ推進事業補助金として、雲南市が取り組む
若手人材育成塾「幸雲南塾」の塾生プランへの支援に活用し
ます。平成29年度は地域住民の日常生活の中に飛び込んで
いく医療人材であるコミュニティナースを持続的に育成・支
援するシステムを構築することを目的としたコミュニティ
ナースの育成・支援を通した健康的なまちづくり推進事業に
支援を行いました。平成30年度も雲南市内でとりくまれる
チャレンジを応援していく財源として活用させていただく予
定です。

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

まちづくり支援自動販売機

幸雲南塾生の活動報告の様子

雲南市内のチャレンジを応援してください!!



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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長
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彰

中
学
生
の
人
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揚
に
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き
に
わ
た
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尽
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さ
れ
た
功
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に

よ
り

　
三
刀
屋
中
学
校
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と
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ざ
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ま
し
た
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す

井い
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小こ
ば
や
し林

　
　
央
ひ
さ
し
さ
ん（
神
奈
川
県
逗
子
市
）

山や
ま

﨑ざ
き

　
富と
み

男お

さ
ん（
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町

）

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス 

マ
イ
ケ
ル
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

佐さ

藤と
う

　
博ひ
ろ

芳よ
し

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

坂さ
か

田た

　
秀ひ
で
ゆ
き之
さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

吉よ
し

木き

　
　
節
た
か
し
さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

木き

河か
わ

由ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん（
広 

島 

市
）

佐さ

藤と
う

　
和か
ず
の
り紀
さ
ん（
広
島
県
呉
市
）

結ゆ
う

城き

　
麻ま

き紀
さ
ん（
広 

島 

市
）

清し

水み
ず

　
美み

俊と
し

さ
ん（
広 

島 

市
）

危
機
管
理
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

活
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
宅
内
に
設
置
さ
れ
て

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
出
産
や
手
術
等
で
の
大
量
出
血

な
ど
の
際
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
・
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
を

投
与
さ
れ
た
た
め
に
Ｃ
型
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
に
対

し
て
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
法
律

（
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を

救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
が
平
成

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
軽
自
動
車
・
原
動
機
付

自
転
車
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車

等
を
処
分
し
た
り
、
譲
渡
し
た
り

し
た
と
き
、
そ
の
手
続
き
を
し
な

い
ま
ま
４
月
１
日
を
経
過
し
た
場

合
、
前
年
度
に
引
き
続
き
平
成
30

年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
３
月
中
の
手
続
き
を

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-
42-
１
７
６
７

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

で
す
。

　
森も
り
や
ま山

　
洋ひ
ろ

夫お

さ
ん（
大 

東 

町
）

　
片か
た
よ
せ寄

　
邦く
に

良よ
し

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
木き

村む
ら

　
守も
り

登と

さ
ん（
掛 

合 

町
）

 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

 

情
報
伝
達
訓
練

 

Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
別

 

措
置
法
の
改
正

軽
自
動
車
・
原
付
等
の

異
動
手
続
き
は
お
早
め
に

人
権
擁
護
委
員
紹
介

い
る
雲
南
夢
ネ
ッ
ト
の
音
声
告
知

放
送
受
信
機
か
ら
、
次
の
と
お
り

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

【
実
施
日
時
】

　
３
月
14
日
㈬
　
11
時
頃

【
放
送
内
容
】

　
チ
ャ
イ
ム
音

　「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。」

　（
２
回
繰
り
返
し
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
と
は

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
は
、
地
震
や
津
波
、

武
力
攻
撃
な
ど
、
時
間
的
余
裕
の

な
い
事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

20
年
１
月
16
日
に
制
定
、
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
29

年
12
月
15
日
付
け
で
、
給
付
金
の

請
求
期
限
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
改
正
前
】

　
平
成
30
年
１
月
15
日

【
改
正
後
】

　
平
成
35
年
１
月
16
日
（
※
15
日

が
日
曜
日
に
当
た
る
た
め
）

　
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

７
８
０-

４
０
０
（
９
時
か
ら
17

時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
1

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
会
員
の
要
件
】

◦ 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

◦ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主

旨
を
理
解
し
、
賛
同
し
た
方

◦ 

入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込

書
を
提
出
し
、
理
事
会
で
承
認

を
受
け
た
方

◦ 

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
け
る
方
（
年
会
費

２
５
０
０
円
）

  

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

  

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
所
有

者
の
都
合
で
し
ば
ら
く
使
用
し
て

い
な
い
と
い
う
理
由
で
は
、
廃
車

で
き
ま
せ
ん
。

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
５
月
末

で
す
。
税
額
は
５
月
中
旬
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
手
続
き
の
際
は
、
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

車　種 問い合わせ先
原動機付自転車（125cc
以下）・小型特殊自動車 税務課または各総合センター

軽二輪
（126cc ～ 250cc） 

島根県軽自動車協会（松江市馬潟町）
☎0852－37－0046 

二輪小型自動車
（251cc 以上） 

中国運輸局島根運輸支局（松江市馬潟町）
☎050－5540－2071

軽三輪・軽四輪自動車 軽自動車検査協会（松江市馬潟町）
☎050－3816－3083（コールセンター）

【
配
分
金
（
就
労
金
）】

　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

　
毎
月
１
日
、15
日
の
２
回
（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
益
社
団
法
人
雲
南
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

　
雲
南
市
木
次
町
新
市
３
番
地

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２

　いよいよこの春、株式会社フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）による「出雲－静岡線」、「出雲－仙台線」
が開設されます。移動時間が大幅に短縮されるため、山陰と静岡や仙台の距離がぐっと縮まります。
　また、就航記念限定価格をはじめとしたお得な割引運賃が多数設定されていますので、ご旅行、お仕
事などでお出かけの際は、便利な静岡線、仙台線をぜひ利用ください。

※45割とは、搭乗日45日前までの予約・購入が対象となる運賃割引です。
※ 航空券の予約・購入は、ＦＤＡ公式ホームページまたはコールセンターへ問い合わせくだ

さい。
　　　　　　　　ＦＤＡ公式ホームページ　http://www.fujidream.co.jp
　　　　　　　　ＦＤＡコールセンター　　TEL：0570－55－0489
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（営業時間　7:00 ～ 20:00　年中無休）

ＦＤＡ「出雲－静岡線」、「出雲－仙台線」運行開始のお知らせ
地域振興課 0854-40-1013
21世紀出雲空港整備利用促進協議会事務局（出雲市交通政策課内）0853-21-6819

出雲－静岡線 出雲－仙台便
運 航 開 始 日 ３月25日（日） ４月20日（金）

運 航 内 容
出雲→静岡　14:30→15:40 出雲→仙台　10:30→12:00
静岡→出雲　16:15→17:35 仙台→出雲　12:30→14:00

就航記念限定価格
（45割：片道運賃）

5,555円より
※3/25 ～ 4/27搭乗分

7,777円より
※4/20 ～ 4/27、5/7 ～ 5/31

搭乗分
使 用 機 材 エンブラエル社製　ＥＲＪ170機（76席）／ＥＲＪ175機（84席）



環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
平
成
30
年
度
の
「
ご
み
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

 

平
成
30
年
度
ご
み
の

 

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
３
月
５
日
㈪
か
ら
３
月
12
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
3
月
１
日
㈭
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

　
別
途
ご
入
用
の
方
は
、
環
境
政

策
課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
犬
を
飼
育
す
る
と
き
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
基
づ
き
、
市
へ
登
録

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
飼
い
犬
は
狂
犬
病
予
防
注
射

を
毎
年
受
け
さ
せ
る
義
務
も
あ
り

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
集
合
注
射
の
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご

都
合
を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
時
間
・
場
所
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

地域 実施日

大東町 ４月25、26、27日

加 茂 町 ４月６日

木 次 町 ４月18、19日

三刀屋町 ４月11、12日

吉 田 町 ４月20日

掛 合 町 ４月13日

デ
ー
タ
放
送
で
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
主
の
方
へ
は
別
途
ハ

ガ
キ
に
よ
り
案
内
し
ま
す
。

【
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の
】

○
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合

・ 

１
頭
に
つ
き
、
予
防
注
射
料

３
千
円
（
注
射
料
金
２
４
０
０

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料

６
０
０
円
）

・ 

案
内
ハ
ガ
キ

○
新
規
に
登
録
す
る
場
合

・ 
１
頭
に
つ
き
、料
金
６
千
円（
１

頭
の
登
録
料
３
千
円
、
予
防
注

射
料
３
千
円
）

【
お
願
い
】

・ 

犬
の
咬こ
う
し
ょ
う傷
事
故
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
必
ず
犬
の
管
理
が
で

き
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

・ 

犬
の
首
輪
や
胴
輪
等
が
抜
け
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
装
着
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

犬
の
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

平
成
30
年
度
よ
り
制
度
見
直
し

を
行
い
、
維
持
が
困
難
で
あ
っ

た
６
月
の
補
足
注
射
を
廃
止
し

ま
し
た
。

・ 

ご
都
合
が
つ
か
ず
、
市
の
集
合

注
射
を
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
市
か
ら
予
防
注
射
に
つ

い
て
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
市
内
外
の
動
物
病
院
で

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
市
窓
口
へ
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-
62-

０
３
０
０

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
、

掛
合
町
地
域
自
主
組
織
連
絡
会
議

で
「
文
化
記
念
行
事
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
事
業
の
た
め
の
太
鼓
整

備
」
と
し
て
太
鼓
の
購
入
を
行
い

ま
し
た
。

　
購
入
し
た
太
鼓
は
、
平
成
29
年

11
月
12
日
㈰
に
行
わ
れ
た
掛
合
太

鼓
結
成
40
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
使
用
さ
れ
、
今
後
も
伝
統

を
再
認
識
し
地
域
へ
の
愛
着
、
定

住
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
地
域
の
担
い
手
の

育
成
を
目
的
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

・ 

か
つ
ぎ
桶
胴
太
鼓（
１
尺
４
寸
）

４
台
、
か
つ
ぎ
桶
胴
太
鼓
（
１

  
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ

  
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

尺
６
寸
）
２
台
、締
太
鼓
２
台
、

英
哲
台
ほ
か

　
ま
た
、
地
域
自
主
組
織
「
掛
合

自
治
振
興
会
」
と
し
て
は
、
平
成

29
年
６
月
25
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

掛
合
町
少
年
柔
道
教
室
40
周
年
記

念
大
会
も
、
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

※�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
、
地
域
自
主
組
織
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う
事
業
や

活
動
に
必
要
な
施
設
や
設
備
の
整

備
等
に
対
し
て
行
う
助
成
で
す
。

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

月 日3 18
社会教育課　☎0854-40-1073

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
4

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

【
受
験
資
格
】 

１
、 

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
２
、 

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
⑴ 

　
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ

び
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

　
⑵ 

　
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方

【
受
験
申
込
方
法
】

◦ 

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
し
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス

　http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l 

◦ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
は
、
受
験
申
込

書
を
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す

る
国
税
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参

す
る
方
法
に
よ
り
申
し
込
み
を

国
税
専
門
官
募
集

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）

の
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手

  

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

  

皆
さ
ん
へ

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
雲
南
住
宅
管
理
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
受
験
受
付
期
間
】

◦ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み

　
３
月
30
日
㈮
９
時
か
ら
４
月
11

日
㈬
ま
で
（
４
月
11
日
㈬
ま
で
に

申
し
込
み
デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
）

◦
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し

込
み

　
３
月
30
日
㈮
か
ら
４
月
２
日
㈪

ま
で
（
４
月
２
日
㈪
ま
で
の
通
信

日
付
印
有
効
） 

【
第
１
次
試
験
】

◦
試
験
日
　
６
月
10
日
㈰

◦ 

試
験
地
　
広
島
国
税
局
管
内
で

は
、
松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島

市 

◦ 

試
験
種
目
　
基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）、専
門
試
験（
多

肢
選
択
式
、
記
述
式
））

【
受
験
案
内
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先
】

◦ 

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係 

　
〒
７
３
０-

８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６-

30

　
☎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
１
１

ま
た
は
各
税
務
署
総
務
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
採
用
案
内
情
報
等
】 

◦ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　http://w
w

w
.nta.go.jp

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
27
年
4
月
1
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
支
給
の
順
番
】

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で

１ 

、
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

2
、
戦
没
者
等
の
子

3 

、
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

４ 

、
前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、

姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

【
請
求
期
限
】

　
４
月
２
日
㈪
ま
で

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
く

だ
さ
い
。

【
請
求
窓
口
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

ま
た
は
市
民
生
活
課
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納期限は４月２日（月）です。

国民健康保険料（第９期）

後期高齢者医療保険料（第９期）

口座振替の方は、前日までに残高を確認
してください。

3 19月 日

毎月１９日は食 育 日の
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　平成29年度の税制改正により、配偶者控除および配偶者特別控除が改正されました。平成31年度
（平成30年分所得）以降の市民税・県民税から適用になります。

（1） 納税義務者の前年の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配偶者控除および配偶者特
別控除の適用を受けることができません。

（2） 配偶者特別控除が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下
とされました。（改正前：38万円超76万円未満）

◎市民税・県民税の配偶者控除および配偶者特別控除の控除額

納税義務者の合計所得金額
（給与所得だけの場合の給与所得者の給与等の収入金額） 【参考】

  配偶者の収入が
  給与所得だけの
  場合の配偶者給
  与等の収入金額

900万円以下
（1,120万円以下）

900万円超
950万円以下
（1,120万円超
1,170万円以下）

950万円超
1,000万円以下
（1,170万円超
1,220万円以下

配
偶
者
控
除

配偶者の合計所得金額
  38万円以下 33万円 22万円 11万円

1,030,000円以下

老人控除対象配偶者 38万円 26万円 13万円

配 

偶 

者 

特 

別 

控 

除

配偶者の合計所得金額
  38万円超　  90万円以下 33万円 22万円 11万円 1,030,000円超

1,550,000円以下

  90万円超　  95万円以下 31万円 21万円 11万円 1,550,000円超
1,600,000円以下

  95万円超　100万円以下 26万円 18万円 9万円 1,600,000円超
1,667,999円以下

100万円超　105万円以下 21万円 14万円 7万円 1,667,999円超
1,751,999円以下

105万円超　110万円以下 16万円 11万円 6万円 1,751,999円超
1,831,999円以下

110万円超　115万円以下 11万円 8万円 4万円 1,831,999円超
1,903,999円以下

115万円超　120万円以下 6万円 4万円 2万円 1,903,999円超
1,971,999円以下

120万円超　123万円以下 3万円 2万円 1万円 1,971,999円超
2,015,999円以下

123万円超 0万円 0万円 0万円 2,015,999円超

配偶者控除および配偶者特別控除が改正されます
税務課 0854-40-1034くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

「お試し」のつもりが「定期購入」!?
業者と電話やメールがつながらないケースも

　「スマホのＳＮＳ広告にあった〝モニター限定価格〟や〝お試し価格〟に魅かれて申し込んだら、
定期購入になっていた。解約したいが業者に電話をしても繋がらない。」と言うネット通販トラブル
の相談が急増中！

問い合わせ

アドバイス

ネット通販では、申し込む前に次の点を確認しましょう。
　◆ 「定期購入が条件となっていないか」など契約内容
　◆ 「解約・返品の可・不可、時期、状態」など解約条件

お試し価格だぁ

申し込み画面や業者への
記録は残しておきましょう。
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感謝の手紙日本一短い vol. 75 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）☎0854-40-1073

今月は大東高校の生徒さんの感謝の手紙です。

　
　お
母
さ
ん
へ

　い
つ
も
忙
し
い
の
に
車
で
送
り
迎
え
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　息
子
へ

　い
い
の
で
す
よ
。
母
の
仕
事
の
一
つ
だ
か
ら
。「
あ
り
が
と
う
」
を
あ

り
が
と
う
。
明
日
は
自
転
車
で
行
っ
て
ね
。

　
　父
さ
ん
母
さ
ん
へ

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
と
り
ま
す
。
こ
の
間
も
遠
く
ま
で
応
援
あ
り
が
と

う
。
言
う
こ
と
聞
か
ん
娘
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
ね  

♡  

ら
ぶ
。

　
　娘
へ

子
ど
も
の
世
話
は
親
の
役
目
。
と
は
言
う
も
の
の
、
ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
い
て

ご
め
ん
な
さ
い
。
生
活
面
で
の
自
立
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
　過
去
の
自
分
へ

諦
め
な
い
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
挫
け
な
い
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
を
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
徒
よ
り

　
　お
ば
あ
さ
ん
へ

い
つ
も
家
事
な
ど
を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
優
し
い
言
葉
や

笑
顔
に
励
ま
さ
れ
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　孫
よ
り

　
　友
だ
ち
へ

い
つ
も
仲
良
く
し
て
く
れ
て
有
り
難
う
。
い
つ
も
は
言
わ
な
い
け
ど
、
本

当
は
大
好
き
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね

　
　先
生
方
へ

い
つ
も
授
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
進
路
実
現

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
徒
よ
り

　
　ク
ラ
ス
の
み
ん
な
へ

い
つ
も
教
室
に
い
る
と
心
が
落
ち
着
く
し
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
み
ん

な
の
お
か
げ
で
す
。
毎
日
毎
日
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　生
徒
よ
り



社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
掛
合
図
書
セ
ン
タ
ー
「
陽
だ
ま

り
館
」
は
施
設
移
転
に
伴
い
、
次

の
日
程
で
図
書
の
貸
出
等
を
休
止

し
ま
す
。
再
開
の
日
程
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
図
書
貸
出
休
止
】

　
３
月
18
日
㈰
か
ら

【
臨
時
休
館
】

　
４
月
１
日
㈰
か
ら

【
図
書
返
却
】

　
３
月
17
日
㈯
ま
で
に
借
り
た
図

書
は
３
月
31
日
㈯
ま
で
に
返
却
く

だ
さ
い
。

掛
合
図
書
セ
ン
タ
ー
の
移

転
に
伴
う
図
書
貸
出
休
止

お
詫
び
と
訂
正

　
２
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

●
こ
ん
に
ち
は
保
健
師  

13
ペ
ー
ジ

　「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
雲
南
地
区
代
表
、
県
大

会
入
選

（
誤
）
加
納
　
寛
太
く
ん

　
　
　
　
　
↓

（
正
）
加か

納の
う

　
寛か
ん

大た

く
ん

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労

働
局
、
島
根
県
社
会
保
険
労
務
士

会
な
ど
が
合
同
で
、「
パ
ワ
ハ
ラ
・

セ
ク
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」「
賃
金

不
払
」
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
日
時
】　

　
３
月
４
日
㈰
10
時
か
ら
15
時
ま

で【場
所
】

　
斐
川
文
化
会
館
（
出
雲
市
斐
川

町
荘
原
２
１
６
６-

１
）

【
料
金
等
】

　
無
料
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

・ 

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

・ 

事
前
予
約
者
優
先
で
す
が
、
当

日
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
の

で
、
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

労
働
相
談
会
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本
協
議
会
は
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
が
密
接
な

連
携
と
協
力
に
よ
り
、
雲
南
市
の
人
権
・
同
和
教
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
国
内
で
は
人
権
に
関
係
し
た
法
律
が
相
次
い
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」、「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
な
ど
で
す
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、

国
際
的
な
人
権
基
準
に
近
づ
く
も
の
と
し
て
、
人
権
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
　

　
一
方
で
は
、
そ
の
他
の
人
権
問
題
と
し
て
、
性
同
一
性
障
が
い
者
の
人
権
、
外
国
人
の
人
権
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
等
が
新
た
に
生
起
し
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
市
で
は
５
年
に
一
度
意
識
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
「
雲
南

市
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
、
前
回
の
調
査
に
比
べ
人
権
意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
努
力

し
て
き
た
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
は
、『
風
習
や
慣
習
』
に
対
す
る
設
問
に
対
し
て
、「
お
か
し
い
と
は
思
う
が
自
分
だ
け
反
対
し
て
も
仕
方

な
い
」
と
思
う
方
が
40
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
第
２
は
、『
差
別
や
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
感
じ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
』
と
の
設
問
に
対
し
て
、「
地
域

社
会
に
お
け
る
役
割
分
担
」、「
近
隣
の
人
な
ど
の
態
度
や
発
言
」、「
社
会
や
地
域
に
残
る
し
き
た
り
や
風
習
」、「
職

場
に
お
け
る
待
遇
や
上
司
や
同
僚
な
ど
の
言
動
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
３
は
、『
ど
の
よ
う
な
場
面
で
女
性
が
人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
』
の
設
問
に
対
し
て
、「
地

域
に
残
る
し
き
た
り
や
慣
習
」、「
家
庭
内
で
の
家
事
や
育
児
の
分
担
」、「
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
」
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
営
み
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
生
命
、

尊
厳
、
人
権
を
尊
重
し
差
別
の
な
い
思
い
や
り
に
満
ち
溢
れ
た
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

藤ふ
じ

原は
ら

信の
ぶ

宏ひ
ろ

『
お
互
い
の
生
き
方
を
認
め
合
い
住
み
良
い
雲
南
市
を
』

雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
　
会
長
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三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
ベビーマッサージ  ９日㈮ 10:00 ～ 11:00

要:予約　対象：１歳まで
おはなし会 15日㈭ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、22日(木)
　おはなし会：３日（土）10:00 ～、14日（水）14:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　28日（水）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ３月の休館日  
　毎週月曜日、21日（水・祝）、月末整理休館：31日(土)
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131（開館準備中のため、電話に出られない場合がありますのでご了承ください。）

　大東図書館は増改築整備のため、下記の日程で長期休館しています。
期間：平成29年４月１日～平成30年６月頃

　皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。
※本の返却は、大東図書館玄関横の返却ポストを利用ください。

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　休館に伴い会場を変更し、下記の日程で開催します。
　　会　場：阿用交流センター 図書室
　　開催日：５日（月）、19日（月）10:30 ～
　　※参加された方には、乳幼児向けえほんの貸出も行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00 ～ 18:00
 ３月の休館日  
　毎週木曜日、月末整理休館：31日(土)
　特別整理休館：15日（木）～ 22日（木）（蔵書点検など館内整備作業のため）

 イベント案内 
　☆絵本のひろば　13日(火）10:30 ～
　　乳幼児と保護者の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼門
かど

井
い

慶
よし

喜
のぶ

「銀河鉄道の父」▼藤
ふじ

崎
さき

彩
さ

織
おり

「ふたご」▼椹
ふし

野
の

道
みち

流
る

「最後の晩ごはん⑨ 海の花
火とかき氷」▼牛

うし
島
じま

 信
しん

「少数株主」▼堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「絶望の歌を唄え」▼東
ひがし

川
かわ

篤
とく

哉
や

「探偵少女
アリサの事件簿② 今回は泣かずにやってます」▼横

よこ
関
ぜき

 大
だい

「仮面の君に告ぐ」▼笹
ささ

本
もと

稜
りょう

平
へい

「素
行調査官④ 卑劣犯」▼赤

あか
川
がわ

次
じ

郎
ろう

「キネマの天使　レンズの奥の殺人者」▼澤
さわ

田
だ

瞳
とう

子
こ

「火
か

定
じょう

」
▼今

いま
村
むら

昌
まさ

弘
ひろ

「屍
し

人
じん

荘
そう

の殺人」▼知
ち

念
ねん

実
み

希
き

人
と

「崩れる脳を抱きしめて」▼古
ふる

内
うち

一
かず

絵
え

「マカン・
マラン③ きまぐれな夜食カフェ」▼村

むら
山
やま

由
ゆ

佳
か

「嘘」▼最
さい

果
はて

タヒ「夜空はいつでも最高密度
の青色だ」▼山

やま
田
だ

悠
ゆう

介
すけ

「僕はロボットごしの君に恋をする」▼西
にし

村
むら

京
きょう

太
た

郎
ろう

「十
と

津
つ

川
がわ

警部 出
雲伝説と木次線」▼大

おお
沢
さわ

在
あり

昌
まさ

「俺はエージェント」▼佐
さ

伯
えき

泰
やす

英
ひで

「空
くう

也
や

十
じゅう

番
ばん

勝
しょう

負
ぶ

青
せい

春
しゅん

篇
へん

④ 剣
と十字架」▼高

たか
田
だ

大
だい

介
すけ

「図書館の魔女①～⑥」▼諸
もろ

田
た

玲
れい

子
こ

「森
もり

家
け

の討ち入り」▼彩
あや

瀬
せ

まる
「くちなし」▼伊

い
吹
ぶき

有
ゆ

喜
き

「彼
か

方
なた

の友へ」▼陳
ちん

 浩
こう

基
き

「１
いち

３
さん

・６
ろく

７
なな

」▼岩
いわ

野
の

 響
ひびき

「15歳のコーヒー
屋さん　発達障害のぼくができることからぼくにしかできないことへ」▼新

しん
老
ろう

人
じん

の会編集
協力「日

ひ
野
の

原
はら

重
しげ

明
あき

の世界　人生を色鮮やかに生きるための105の言葉」▼佐
さ

山
やま

和
かず

夫
お

「金
かな

栗
くり

四
し

三
そう

　消えたオリンピック走者」▼日本ヴォーク社編「畳
たたみ

縁
べり

ハンドメイドBOOK　たたみ
のへりで作る、アイデアあふれる小もの」▼辻

つじ
井
い

康
こう

祐
すけ
「葬

そう
斂
れん

屋
や

春
しゅん

秋
じゅう

　続 温かな“さようなら”」
▼神

かん
田
だ

桂
けい

一
いち

 他「もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら 青のりMAX」▼椎
しい

名
な

 
誠
まこと

「犬から聞いた話をしよう」▼佐
さ

光
こう

紀
のり

子
こ
「『家事のしすぎ』が日本を滅ぼす」▼仲

なか
野
の

 徹
とおる

「こ
わいもの知らずの病

びょう
理
り

学
がく

講
こう

義
ぎ

」▼神
じん

 英
ひで

雄
お
「三

み
浦
うら

義
よし

武
たけ

　缶コーヒー誕生物語」▼田
た

中
なか

元
もと

子
こ
「マ

イパブリックとグランドレベル　今日からはじめるまちづくり」

掛
　合

支援センター (分室：掛合体育館)

好老センター ひな祭り誕生会 ２日㈮（要予約）   9:30 ～ 11:30
お別れパーティー 15日㈭（要予約：８日〆切）   9:30 ～ 11:30

分　室 お話の日  ９日㈮ 10:30 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター おたのしみ会♪ 28日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

【ひよこの日】赤ちゃんお話会＆
ひなまつりフォト撮影会（要予約）  １日㈭ 10:00 ～

リフレッシュ講座（要予約）  ２日㈮ 10:00 ～
おひなさま作り  ２日㈮ 10:00 ～
誕生会（誕生児要予約）  ８日㈭ 10:00 ～
ミュージックケア(年齢不問、要予約）  ９日㈮ 10:00 ～

【りす・うさぎの日】スライム作り（要予約） 15日㈭ 10:00 ～
整体セルフケア（要予約） 19日㈪ 10:00 ～

出前保育
日登交流センター 14日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージとママの軽運動（要予約）３～７ヵ月  ６日㈫   9:30 ～
ベビーマッサージ（要予約）３～７ヵ月 13日㈫ 10:00 ～
離乳食教室（要予約）５～８ヵ月 20日㈫ 10:30 ～

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会（10組程度※要予約）  ５日㈪ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会＆ひなまつり会）
※３月生まれのお友達は予約ください。  ７日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

※行事があっても通常利用できますので利用ください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ８日㈭ 10:00 ～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 13日㈫ 10:00 ～（※要予約）
離乳食もぐもぐ教室

（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 15日㈭ 10:00 ～（※要予約）

離乳食もぐもぐ教室
（９～ 11ヵ月児対象離乳食教室） 22日㈭ 10:00 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園内）

子育て教室『みんな元気でね
～お別れ会～』（あおぞら保育園）  ７日㈬   9:30 ～ 11:30
劇団風の子公演『まる　さんかく　
しかく』（あおぞら保育園　ホール）  ９日㈮ 10:00開演
子育て相談 ９日㈮、23日㈮ 10:00 ～ 16:00
赤ちゃん教室『みんな大きくなっ
たね・離乳食試食』（あおぞら保育園） 14日㈬   9:30 ～ 11:30

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ３日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ５日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ８日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈭   9:30 ～ 11:30
地域サークル
おおぎっこサークル

（大東健康福祉センター）「ひなまつり会」  １日㈭   9:30 ～ 11:30
佐世（佐世交流センター） 15日㈭   9:30 ～ 11:30
大東（木馬） 16日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

※育児相談、離乳食教室についてはP26をご覧ください。

園（
所
）開
放
日

大�

東

大 東 保 育 園  ７日㈬   9:00 ～ 14:00
試食の予約：前日16:00まで

か も め 保 育 園 第１・第２・第３金曜日   9:30 ～ 12:00
試食の予約：前日16:00まで

あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
加
茂た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00 ～（１時間程度）
木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事あるときは除く） 予約不要（開放は園庭のみ）

吉
田

吉 田 保 育 所 15日㈭   9:30 ～ 11:30
田 井 保 育 所 14日㈬   9:30 ～ 11:30

掛
合夢の子園 保育所開放日 22日㈭   9:00 ～ 11:00　予約不要
問い合わせ先 ▶各園（所）または子ども政策課 ☎0854-40-1044

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール3 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ５日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ７日㈬
加茂子育て支援センター 19日㈪
木次子育て支援センター 23日㈮
大東健康福祉センター 27日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 27日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センター  ６日㈫ 9:30～

◆雲南市議会３月定例会
本会議（開会・市長所信表明・議案上程・説明）  １日㈭

9:30 ～ 議　　場
本会議（議案質疑）  ２日㈮
本会議（会派代表質問）  ５日㈪
本会議（一般質問） ６日㈫～９日㈮
予算審査特別委員会  ９日㈮ 本会議終了後
産業建設常任委員会 12日㈪・13日㈫

9:30 ～ 全員協議会室教育民生常任委員会 14日㈬・15日㈭
総務常任委員会 16日㈮・19日㈪
予算審査特別委員会 22日㈭
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 23日㈮ 13:30 ～ 議　　場
※日程は変更する場合があります。

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  １日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 22日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 14日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター  ８日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  １日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター  ７日㈬

14日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員 20 組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

雲南サロン「陽だまり」  ８日㈭
22日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638

こころの健康＆もの忘れ相談 14日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 14日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザ島根 14日㈬ 13:30 ～ 15:30

（要予約）【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
交通事故巡回相談 出雲市役所 15日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 16日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 19日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
こころのサロン「つくし」 23日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642

３月の議会　� 【問】議会事務局　☎40-1004

３月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ７、14、28日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 24日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

大東町
大東総合センター

28日㈬
  9:30～11:00

Ａコープだいとう店 12:30～14:00
雲南市立病院 15:00～17:00

献血�【問】市民生活課　☎40-1031

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  １日㈭ 19:00～21:00
加茂健康福祉センター  ３日㈯ 18:30～20:30
大東地域交流センター 11日㈰

19:00～21:00下熊谷交流センター 17日㈯
掛合まめなかセンター 21日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈭

古代鉄歌謡館神楽の夕べ�
　出演：小河内神楽社中
 と　き 	３月10日（土）19:30開場 20:00開演
 ところ 	 古代鉄歌謡館
 入場料 	 高校生以上500円、小中学生200円

【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

折紙教室�
 と　き 	３月８日（木）10:00～
 ところ 	 雲南市人権センター
 内　容 	 干支の犬を折紙で作り色紙に貼ります。

年間を通して飾っていただけます。
 材料費 	 500円
※先着20人まで

【問】雲南市人権センター　☎0854-42-1767

27 市報うんなん No.160

市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。
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人　口･･ 39,179人（－55人）

世帯数･･ 13,827世帯（－11世帯）
平成 30 年 2 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,328人（－30人）

男　性･･ 18,851人（－25人）

I N F O R M A T I O N

第１回ロボコン&プログラミングフェス�
 と　き  ３月４日（日）13:00 ～ 16:00
 ところ  雲南市役所本庁舎１階多目的ホール
 内　容  
　13:00 ～　木次中学校プログラミングクラブ

　イルミネーションデモンストレーション
　13:30 ～　公開プログラミングワークショップ
　14:00 ～　PCプログラミングロボを使った

ロボットコンテスト
※プログラミング無料体験も開催します。

 後　援  雲南市教育委員会
　　　　　　　【問】株式会社TFCメディアラボ

　☎0854-43-9153

サウンドライブしまねアマチュアミュージックフェスティバル2018�in�雲南

『雲の音祭り2018』�
　ゲスト：マイトリー
　出　演：菅

すが

田
た

 茂
しげる

 with 通る春丘、谷の人、ペパーミ
ント★倶楽部バンド、經

え

種
だね

慎
しん

一
いち

 with マー
シー、c

コ ッ ソ

osso c
コ ロ ッ ソ

orosso、百
ゆ

合
り

、よもぎ、比
ひ

嘉
が

まりこ
 と　き  ３月25日（日）12:30開場 13:00開演
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（ふれあいホール）
 入場料  一般1,000円、高校生500円（当日各500円増）、

中学生以下無料
 【問】サウンドライブしまね雲南会場実行委員会（ラメール内）☎0854-49-8500

≪同時開催≫雲の音マルシェ
 と　き  ３月25日（日）12:00 ～ 17:00
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（１階エントランスロビー）
　出店：つちのと舎

や

、憩
いこ

雲
う

、c
カ フ ェ

afé & s
ス イ ー ツ

weets A
ア シ ェ ッ ト

ssiette、
クレープN

ナ ナ イ ロ イ ズ

aNaIROy's、パティスリー H
ハ ナ

anaH
ハ ナ

ana、
棚田カフェ、エコロジーマーケットべじまぁと

（雲
うん

悠
ゆう

茶
さ

房
ぼう

・玄-h
ハ ル

aru-、菜野花など）、～旅す
る花屋～ L

ラ ン パ ル フ ェ

amparfe

雲南市創作市民演劇「水
みな

底
そこ

平
へい

家
け

」�
　脚本・演出：亀

かめ

尾
お

佳
よし

宏
ひろ

さん
　特 別 出 演：西

さい

藤
とう

将
まさ

人
ひと

さん（劇団ハタチ族）

 と　き  ３月31日（土）
� 　昼の部14:00開演／夜の部19:00開演
 ４月１日（日）
� 　昼の部14:00開演　※開場は開演の30分前
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【日時指定・全席自由】一般2,000円（当

日2,500円）、大学生・高校生1,000円（当日

1,500円）、中学生以下500円（当日700円）

※３歳以下入場不可

★無料託児サービス
　（生後６ヵ月～小学校入学前まで）※要予約・先着順

※障がい者手帳保持者割引あり（要予約・先着順）

【問】雲南市演劇によるまちづくりプロジェクト実行委員会事務局
 （チェリヴァホール内）☎0854-42-1155

クレスト放流イベントinさくらおろち湖�
 と　き  ３月３日（土）10:00 ～ 15:00
 ところ  国土交通省尾原ダム管理支所周辺
年に１度のダム点検放流を11時と13時30分からの２
回（各50分程度）予定しています。メイン会場とな
る尾原ダム管理支所前広場では、地域のグルメを中心
とした多くの出店者による飲食や特産品などの販売
コーナーを設置します。ランバイク体験会（10:00 ～
11:00）、VRカート体験（有料10:00 ～ 15:00）やダムカ
レー（数量限定）、ダムカードの配布、特製缶バッジ（子
ども限定300個）もあります。また、テレビ出演もさ
れているダムマイスター宮島 咲さんによる「ダムを楽
しむ基礎知識」の講演（12:00 ～ 13:00）も開催されま
す。当日はシャトルバスの運行も行われます。
　　　　　【問】国土交通省尾原ダム管理支所

☎0854-48-0780


